
 

- 1 - 

新聞記事データを用いたテキスト平易化	
Text simplification using newspaper articles 

小藤	 直紀	 難波	 英嗣	 竹澤	 寿幸	
            Naoki KOTO                     Hidetsugu NANBA                          Toshiyuki TAKEZAWA 

広島市立大学 情報科学部 
School of Information Sciences, Hiroshima City University 

 

Automatic text simplification attempts to automatically transform complex sentences into their simpler variants without 
significantly changing the original meaning. Several researches on automatic text simplification have conducted based on a 
large-scale monolingual parallel corpus. However, it is costly to manually construct a parallel corpus for text simplification. 
Therefore, we investigate automatic construction of a large-scale simplified corpus for Japanese from newspaper database 
corpora. In this paper, we examined several methods for sentence alignment of texts with different complexity levels. Using 
the best of them, we sentence-align the Mainichi newspaper and Mainichi newspaper for elementary students, thus providing 
large training materials for automatic text simplification systems. 

1. はじめに 
現在，日本には 200 万人以上の在留外国人や，旅行客など

多種多様な人種，国籍の外国人が日本に滞在している．近年，

そ の よ う な 人 々 に 向 け て 「 や さ し い 日 本 語 」

(http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ1a.htm)というものが

考案されている．「やさしい日本語」とは，外国人にもわかりやす

い日本語であり，地震などの災害が発生した際の情報伝達や，

行政窓口の外国人対応など様々な状況で扱われている．難解

な日本語を平易化し，情報伝達を容易にする「テキスト平易化」

は，今後さらに重要なタスクになると考えられる．そこで本研究

では，日本語テキストを平易化する手法を提案する． 
近年，テキスト平易化を同一言語内の翻訳問題と考え，機械

翻訳の枠組みで入力文から平易な同義文を生成する研究が盛

んに行われている．その代表的な手法に，難解なテキストと平

易なテキストからなる大規模な単言語パラレルコーパスを用いた

テキスト平易化が挙げられる．しかし，その多くは英語で作成さ

れた大規模パラレルコーパスを用いた手法である．そこで，本

研究では毎日新聞と毎日小学生新聞の記事データをそれぞれ

難解なテキスト，平易なテキストとして対応付けを行い，大規模

パラレルコーパスを作成する．それを用いて文の平易化を行うこ

とにより，円滑な情報提供の手助けをすることが本研究の目的

である． 
論文の構成は以下のとおりである, 2 章では関連研究を紹介

する. 3 章ではテキスト平易化システムの構築について述べる. 4
章では評価実験とその結果, 考察を述べる. 5 章で本論文をまと

める． 

2. 関連研究 
 本研究の関連研究として，2.1 節では，やさしい日本語につい

て，2.2節では，英語のパラレルコーパスによるテキスト平易化に

ついて，2.3 節では，平易なコーパスを用いないテキスト平易化

について，2.4節では，SCDVを用いた文書分類について，それ

ぞれ述べる 

2.1 やさしい日本語 
近年，外国人にも理解が容易な「やさしい日本語」を用いる

取り組みが盛んであり，災害時の緊急連絡や，マニュアルなど

に用いることで被害の減少が見込める．原文からやさしい日本

語へ変換する技術に関して，例えば梶原らが作成した語彙平

易化システム[梶原 17]などが挙げられる．  
Maruyama らは日本語を対象にした自動平易化に用いる言

語資源が少ないことを挙げ，「やさしい日本語」という観点で日

本語に関する言語資源構築を行った[Maruyama 18]．原テキス

トには small parallel enja: 50k En/Ja Parallel Corpus for Testing 
SMT Methodsが用いられている．Maruyamaらはこのコーパス内

にある 5 万文すべてに対して，2,000 語の平易な語で構成され

る語彙集合「やさしい語彙」を用いて文単位の書き換え，やさし

い語彙の追加，削除を行うことでやさしい日本語コーパスを作

成した．本研究では新聞記事コーパスを用いることにより，より

精度の高いパラレルコーパスの構築を目指す． 

2.2 英語のパラレルコーパスによるテキスト平易化 
English Wikipedia と Simple English Wikipedia をコンパラブル

コーパスと考え，ここから抽出された単言語パラレルコーパスを

用いたテキスト平易化手法が提案されている．Zhu らは English 
Wikipedia と Simple English Wikipedia から得られた大規模な並

列データセットを使用した統計的機械翻訳による手法をベース

とした，ツリーベースの翻訳モデル(TSM)によるテキスト平易化

モデルを提案している[Zhu 10]．Zhu らは Wikipedia の言語リン

クをたどり，English Wikipedia と Simple English Wikipedia から

65,133 対の対応付けを行った．その後，JWPL を用いて特定の

タグを削除，両テキストからプレーンテキストを抽出した． 本研

究では毎日新聞および毎日小学生新聞を用いる．対応付けに

は記事番号や「ある」，「いる」などの特徴を得られない動詞など

を除いたベクトルを作成し，コサイン類似度を用いて対応付けを

行う． 

2.3 平易なコーパスを用いないテキスト平易化 
梶原[梶原 18]らは生コーパスのみからテキスト平易化のた

めの疑似パラレルコーパスを自動構築するフレームワークを提

案している．生コーパスから無作為に抽出した２つの文に対して連絡先： 
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タスクに応じた品質推定を行い，一定以上の尤度を持つ文対を

疑似パラレルコーパスとして抽出する 
梶原らが，リーダビリティ推定で得た難解なサブコーパスと平

易なサブコーパスを用いて文間類似度を計算し，英語のテキス

ト平易化のための疑似パラレルコーパスを構築した．本研究で

は，毎日新聞と毎日小学生新聞をそれぞれ難解なテキスト，平

易なテキストとしてパラレルコーパスを構築する．毎日新聞と毎

日小学生新聞で対応するテキストの難易ははっきりとしているの

で，リーダビリティを推定することなく，日本語の平易化のための

パラレルコーパスを作成することができる． 

2.4 SCDVを用いた文書分類 
 Word2Vec のベクトル空間に対して GMM(Gaussian Mixture 
Models)でクラスタリングを行い，各単語がどのトピックに属して

いるのか考慮したベクトル空間に修正することで，単語ベクトル

から文書ベクトルを作成する際の精度向上を目的とする手法

SCDV[Mekala 17]が他クラス文書分類問題において，他の手

法と比べて優れていることが示されている．本研究でも SCDVが

有効であると考え，記事間の類似度を計算する際の，特徴付き

ベクトルの作成に用いる． 

3. テキスト平易化システムの構築 
3.1 節ではテキストの平易化手順について述べる．3.2 節では，

パラレルコーパスの構築手順である記事単位のアライメント取得

手法について，3.3 節では，文単位のアライメント取得手法につ

いて，3,４節では，記事間の対応付けについて，3,5 節では，テ

キスト平易化ついて述べる 

3.1 平易化手順 
テキスト平易化手順として，毎日新聞および毎日小学生新聞

の記事を難解なテキストおよび平易なテキストとして対応付けて

パラレルコーパスを構築する．新聞記事同士を対応付けするに

あたり，記事単位の対応付けをおこなった後，対応している記

事内で文単位の対応付けを行い，アライメントをとる．その後，

翻訳作業を行う． 

3.2 記事単位の類似度判定 
本研究ではコサイン類似度を用いて記事間の類似度を計算

した．コサイン類似度計算に用いる各記事ベクトルは TF-IDF に

より取得する．また，単語の意味をベクトルとして表現する

word2vec をクラスタリングし，文書の特徴を得る SCDV という手

法が近年盛んに用いられる．本研究の平易化テキストに対して

も，文字の一致率だけでは無く，文字の意味的特徴を考慮する

ことが必要であると考え．SCDV を用いる． 

3.3 文単位の類似度判定 
難解な文と平易な文の同義性を評価し，対応付けするために

本研究では， 単語分散表現のアライメントに基づく，3 つの文間

類似度の計算手法[Song 15]と Word Mover’s Distance[Rubner 
98]を本タスクに用いる．以下にそれぞれの計算手法を記載す

る． 

(1) Average Alignment 
全ての単語の組み合わせについて単語間類似度を計算，平

均して文間類似度𝑆"#$(𝑥, 𝑦)を求める．𝛷(𝑥+, 𝑦,)はコサイン類似

度である． 

𝑆"#$(𝑥, 𝑦) =
1

|𝑥||𝑦|00𝛷(𝑥+, 𝑦,)
|1|

,23

|4|

+23

 

(2) Maximum Alignment 
文に含まれる各単語に対して最も類似度が高い単語を選択

し，それらの単語のみ計算した単語間類似度𝛷5𝑥+, 𝑦,6を平均し

て𝑆"718(𝑥, 𝑦)を求める．𝑆"718(𝑥, 𝑦)は非対称なスコアなので，

それらの平均値を用いて対象な文間類似度𝑆8"4(𝑥, 𝑦)を計算

する． 

𝑆"718(𝑥, 𝑦) =
1
|𝑥|0𝑚𝑎𝑥,

|4|

+23

𝛷5𝑥+, 𝑦,6 

𝑆8"4(𝑥, 𝑦) =
1
2 5𝑆"718

(𝑥, 𝑦) + 𝑆"718(𝑦, 𝑥)= 

(3) Hungarian Alignment 
2 文を単語をノードとする 2 部グラフとして考え，一対一の単

語アライメントに基づく文間類似度を定義する．文𝑥に含まれる

各単語𝑥+に対して Hungarian 法[Kuhn 95]によって文𝑦中の単

語ℎ(𝑥+)を選択し，それらの|𝑥|個の単語の組み合わせについて

計算した単語間類似度を平均した文間類似度𝑆?@A(𝑥, 𝑦)を求

める． 

𝑆?@A(𝑥, 𝑦) =
1

𝑚𝑖𝑛(|𝑥|, |𝑦|)0𝛷5𝑥+, ℎ(𝑥+)6
|4|

+23

 

(4) Word Mover’s Distance 
𝜓(𝑥@, 𝑦#)は単語𝑥@と単語𝑦#の間の単語間非類似度(距離)を

表し，本研究ではユークリッド距離を用いる．また𝐴@#は文𝑥中の

単語𝑥@から文𝑦中の単語𝑦#への輸送量を表す行列であり，𝑛は

語彙数，𝑓𝑟𝑒𝑞(𝑥@)は文𝑥中での単語𝑥@の出現頻度である． 
 

𝑆J8K(𝑥, 𝑦) = 1 −𝑊𝑀𝐷(𝑥, 𝑦) 

𝑊𝑀𝐷(𝑥, 𝑦) = min00𝐴@#𝜓(𝑥@, 𝑦#)
A

#23

A

@23

 

0𝐴@# =
1
|𝑥|

A

#23

𝑓𝑟𝑒𝑞(𝑥@) 

0𝐴@# =
1
|𝑦|

A

#23

𝑓𝑟𝑒𝑞(𝑦#) 

3.4 記事間の対応付け 
3.2 節で述べた記事単位の類似度を計測する際に，同じ内容

の毎日新聞記事と毎日小学生新聞記事の日付に何日のずれ

があるか調査した．調査の結果，前後１日より 2 日，前後 2 日よ

り 3 日と対応している記事間の日付は近いほど対応数は増加し

ていた．また，ある日付の毎日小学生新聞が，その日付の毎日

新聞および，その日付より新しい毎日新聞と対応していることは

極めて少なかった．人手による対応データは，毎日新聞から 1
日遅れで毎日小学生新聞の記事と対応している記事が記載さ

れることが多い結果となっていた． 
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3.5 テキスト平易化 
3.2 節および 3.3 節で提案した手法を毎日新聞および毎日小

学生新聞に適用し，日本語テキスト平易化パラレルコーパスを

自動構築する．構築したパラレスコーパスは，形態素解析器を

用いて単語区切りを入れた後，機械翻訳システムを適用するこ

とで，日本語テキストの平易化システムを構築することができる．

従来のテキスト平易化研究では，機械翻訳システムとして統計

翻訳器が利用されることが多かったが，本研究でも，統計翻訳

パ ッ ケ ー ジ の ひ と つ で あ る cicada(http://att-
astrec.nict.go.jp/product/cicada/)を用いる．この他，近年，機械

翻訳分野で活発に研究されている seq2seq モデルをはじめとし

たニューラル機械翻訳も利用して平易化システムを構築する．

なお，本研究では，テキスト平易化パラレルコーパスの構築に

主眼を置いているため，評価は記事単位の類似度判定および

文単位の類似度判定についてのみ行う． 

4. 実験 
本章では，本研究で行った実験条件，実験結果，またその考

察について，4.1 節では記事単位の類似度判定実験，4.2 節で

は文単位の類似度判定実験について述べる． 

4.1 記事単位の類似度判定実験 

(1) 実験条件 
実験データおよび評価 
 毎日新聞，毎日小学生新聞ともに 2016 年の 1 年間分を使用

して，人手により記事の対応付けを行い，記事単位の類似度判

定実験に用いた．人手により作成された 856 対の記事単位の対

応は A 評価：顕著に対応が取れる B 評価：対応を取れる という

観点で対応付けが行われている． A 評価のものだけを用いて

評価した場合と，A 評価と B 評価の両方を用いた場合の 2 通り

で実験を行う．なお，評価には平均精度(average precision)を用

いる． 
 
比較手法 
 本研究では，以下の比較手法に基づき記事単位の類似度判

定実験を行う．  
• TF-IDF: 記事中の各単語の重み付けに TF-IDF 手法を

用い，毎日小学生新聞の 1 記事に対して，その記事の

日付当日および，その日付から前後 4 日分の毎日新

聞の記事との類似度を計算 
•  SCDV: SCDV を用いてその記事の日付当日および，

その日付から前後 3 日分までの毎日新聞記事との類

似度を計算 

(2) 実験結果 
評価結果を表 1 に示す． 表 1 より，対象記事に対して以前の

記事だけでなく，TF-IDF を用いたアライメントの評価と SCDV を

用いたアライメントの評価を比較したとき，TF-IDF を用いたアラ

イメントのほうが優れていることがわかる． 
 

表 1  記事単位の対応付け(平均精度) 
⼿法 A評価 A+B評価 

TF-IDF 0.9206 0.9042 
SCDV 0.8734 0.8520 

 

(3) 考察 
本節では 4.1.2 節の実験結果に対する考察を述べる．結果よ

り， SCDV よりも TF-IDF を用いて作成した記事ベクトルがより優

れていた．正解データと比較した際に，TF-IDF は正しいアライメ

ント結果を示し，SCDV では誤ったアライメント結果を示した例を

以下に示す．正解データの毎日小学生新聞記事を図 1，SCDV
のアライメント結果である毎日新聞記事を図 2 に示す．毎日小

学生新聞での読み仮名は省略している．  
 

＜毎日小学生新聞 2016 年 1 月 5 日，記事番号 7 番＞ 
第９２回東京箱根間往復大学駅伝競走が２、３日、神奈川

県箱根町―東京・大手町の往復１０区間２１７・１キロメートルで

行われ、青山学院大学が往路と復路を制して、２年連続２度目

の総合優勝を果たしました。総合記録は１０時間５３分２５秒。 
図 1 毎日小学生新聞記事本文（一部抜粋） 

 
<毎日新聞記事(2016 年 1 月 3 日，記事番号 77 番> 

前回大会に続いて、トヨタ自動車が後半に実力を発揮した。

群馬県の上州路を舞台に１日に行われた「ニューイヤー駅伝 

第６０回全日本実業団対抗駅伝競走大会」。トヨタ自動車が２

連覇を達成して通算優勝回数も５位タイの「３」とした。 
図 2 毎日新聞記事本文（一部抜粋） 

 
図 1 と図 2 は記事内容が異なり，チーム名などの名詞は違う

が，順位の表記や記事の構成，その他の用語は正解データで

ある毎日新聞記事(2016 年 1 月 4 日，記事番号 46 番)と非常に

似ていた．SCDV の特徴および利点はテキストに対してクラスタ

リングを行い，各単語がどのトピックに属するかを加味したベクト

ル空間を作成できる点であるが，本研究で用いている新聞記事

は元々各記事の内容に統一性があり，似た形式の記事が見ら

れるため，SCDV を用いることによる利益が，充分に得られなか

ったことが原因と考えられる． 

4.2 文単位の類似度判定 
本節では，3.2 節で挙げた文単位の類似度判定実験に関す

る実験条件，実験結果，またその考察について述べる． 
 

(1) 実験条件 
実験データおよび評価 
 2016 年度の毎日新聞および毎日小学生新聞の対応している

記事内で，文を人手により対応付けたものを文単位の類似度判

定実験に用いた．文は句点で改行されており，先頭に記事番号

と行番号が与えられ整理されている，この作業も人手により行っ

た．人手により作成された 2,813 対の文単位の対応は A 評価：

顕著に対応が取れる B 評価：対応を取れる，という観点で対応

付けが行われている． A 評価のものだけを用いて評価した場合

と，A 評価と B 評価の両方を用いた場合の 2 通りで実験を行う．

なお，評価には平均精度(average precision)を用いる． 
 
実験手法 

本実験において，文単位のアライメントは3.3節で述べた単語

分散表現のアライメントに基づく 4 種類の文間類似度計算手法，

Average Alignment ， Maximum Alignment ， Hungarian 
Alignment，Word Mover’s Distance を用いて文間の類似度を判

定する．A+B 評価の正解データを用いる． 
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(2) 実験結果 
4 種類のアライメント手法に対して．A 評価の正解データのみ

を用いた場合と，A 評価と B 評価の正解データ両方を用いた場

合の平均精度による評価結果を以下の表 2 に示す．今回の実

験では Maximum Alignment が A 評価の正解データのみを用

いた場合，A 評価と B 評価の正解データ両方を用いた場合の

いずれでも最も優れた精度を示している． 
 

表 2  文単位のアライメント評価(平均精度) 

(3) 考察 
本節では 4.2.2 節の実験結果に対する考察を述べる．評価の

結果より，Maximum Alignment が最も優れた平均精度を示して

いる．以下に正解データと Maximum Alignment の結果が異な

っている毎日新聞および日小学生新聞の，記事本文の抜粋を

記載する．id は年月日，記事番号，行を表す． 
＜毎日新聞＞ 

<id=160105178-1>東京都中央卸売市場「築地市場」（中

央区）で５日、新春恒例の初競りが行われ、青森県大間産

の２００キロのクロマグロが、昨年の３倍超の１４００万円（１

キロ当たり７万円）で競り落とされた。 
＜毎日小学生新聞＞ 

<id=S160106002-1>今年１１月に移転する築地市場（東京

都中央区）で５日、「最後の初競り」が行われました。 
＜毎日小学生新聞＞ 

<id=S160106002-2>青森県大間産のクロマグロ２００キログ

ラムに、昨年の約３倍にあたる１４００万円（１キログラム当

たり７万円）の値段がつきました。 
 
人手による正解データでは，<id=160105178-1>に対して

<id=S160106002-2>が対応している．これは，互いに含まれて

いる単語と文脈を考慮して対応付けたと考えられる．一方，

Maximum Alignment のアライメント結果では <id=160105178-
1>に<id=S160106002-1>が対応付けられている，Maximum 
Alignment が分割された文のどちらが十分に文脈を汲み取れて

いるかの判断を誤ったことが原因と考えられる．しかし全体的に

は非常に高い精度を示しているのも，また事実である． 

5. おわりに 
本研究では，毎日新聞と毎日小学生新聞から構築されたパ

ラレルコーパスによるテキスト平易化手法を提案した．パラレル

コーパスの構築手順である記事単位の類似度判定実験では

TF-IDF による評価結果が SCDV を用いた評価結果より優れた

結果となり，文単位の類似度判定実験では．4 つのアライメント

手法のうち Maximum Alignment による評価結果が最も優れた

か結果を示した．以上のアライメント手法により 30,940 文対から

なる平易化のパラレルコーパスを構築した． 
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手法 
平均精度 

A 評価 A＋B 評価 
Average Alignment 0.8483 0.8407 

Maximum Alignment 0.9802 0.9766 
Hungarian Alignment 0.9658 0.9617 

Word Move’s Distance 0.6109 0.5912 


